哲人と政治 : 孔子とギリシア哲学者たちをめぐって by 秋山 学 & AKIYAMA Manabu













































































































































政治活動こそがすべてであった。前 390 年から 387 年に
かけ、プラトンは南伊およびシケリアを訪問し、シラク
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前 411 年 9 月末に 400 人評議会が解体し、その時期から
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成・襄・昭・定・哀公の計 12 名（約 240 年）である。
年代にすると、隠公の即位 722 年から、『公羊伝』『穀梁
伝』では前 481 年（哀公 14 年）の「西狩獲麟」までで
ある。ただ『左氏伝』では前 479 年の孔子の死没（哀公
16 年）までが『春秋』経文の収める範囲であり、さらに
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 そして第 3 は、中国人が神聖視あるいは異界視してき
た山岳を媒介して、三教が宗教空間を共有したり、ある
いは三教の宗祖を合祀したりしてきた過程である。 
 各章ではこれら三つの事例をもとに、中国仏教美術に
みる儒教思想の受容と展開の諸相を概観することとし
たい。 
 
1 孝子の観念を受容した仏教経典の撰述とその造形化 
 
 中国において仏教経典の漢訳事業が進展すると、それ
に伴って仏教経典に記された用語の注釈、あるいは思想
の解釈などが行われるようになった。こうした経典解釈
の中にも「父母恩重」ということばや孝子の事蹟の引用
が見出され、中国仏教としての独自な展開の一端を表し
ていた。 
 さらに中国では、仏教の立場から父母に対する孝のす
すめを説いた『父母恩重経』とよばれる経典がつくられ
た。やがてこの経典に基づき、図像化された父母恩重経
変相が敦煌莫高窟や大足石刻宝頂山石窟でつくられる
ようになっていった。 
 そこで、儒教思想の一つとされる「孝」を切り口に、
その観念の受容と展開を概観してみたい。 
 
（１）儒教思想による仏教経典の解釈 
 儒教思想に説かれる孝子の観念は、父母恩重の思想あ
るいは孝子の事蹟として仏教思想の解釈として用いら
れたようである。 
 例えば、中国浄土教を大成した僧であった善導(1)（ぜ
んどう）は、『観無量寿経』(2)を注釈した『観無量寿経疏』
の中で、父母の恩徳について次のようにふれている。 
 
善導集記 『観無量寿仏経疏』 
如經廣説。但是相因而生即有父母。既有父母。既有大
恩。若無父者能生之因即闕。若無母者所生之縁即乖。
若二人倶無即失託生之地。要須父母縁具方有受身之
處。既欲受身。以自業識爲内因。以父母精血爲外縁。
因縁和合故有此身。以斯義故父母恩重。母懷胎已經於
十月。行住坐臥常生苦惱。復憂産時死難。若生已經於
三年恒常眠屎臥尿床。被衣服皆亦不淨。及其長大愛婦
親兒。於父母處反生憎疾。不行恩孝者即與畜生無異也。
又父母者世間福田之極也。佛者即是出世福田之極也。 
 
 母が懐胎した十月の間は。立ったり座ったりするのも
ままならず苦しみの連続である。無事に子が生まれるか
と心配し、無事出産すれば今度は三年の間、糞や尿にま
みれた床で寝起きをともにするため、衣服はよごれてし
まう。やがて子は成長すると妻を愛し、自分の子をかわ
いがって、自分の両親のことは目もくれない、という。
こうした『観無量寿経疏』の中に記された父母恩重は、
『父母恩重経』の「懐胎守護の恩」「廻乾就湿の恩」「洗
潅不浄の恩」に通じるようである。 
 また道世（どうせい）(3)は、『法苑珠林』忠孝篇第四十
九の中で、『孝子伝』を引き、郭巨や丁蘭の事蹟を取り
上げている。 
 
又郭巨。河内温人。甚富。父沒分財。二千萬爲兩分。
弟已獨取母供養住。自比隣有凶宅無人居者。共推與居
無患。妻生男。慮養之則妨供養。乃令妻抱兒已掘地欲
埋之。於土中得一釜黄金。金上有鐵券。曰賜孝子郭巨 
又丁蘭。河内野王人也。年十五喪母。刻木作母。事之
供養如生。蘭妻夜火灼母面。母面發瘡。經二日妻頭髮
自落。如刀鋸截。然後謝過。蘭移母大道。使妻從服三
年拜伏。一夜忽如風雨。而母自還。隣人所假借。母顏
和即與。不和即不與鄭緝之孝子傳曰。蘭妻誤燒母面。
即夢見母痛。人有求索許不先白母。隣人曰。枯木何知。
遂用刀斫木母流血。蘭還悲號。造服行喪。廷尉以木感
死。宣帝嘉之拜太中大夫者也 
